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平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

別
表
第
八
号
（
第
８
条
第
１
項
関
係
）

表
示
は
、
第
５
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
さ
れ
た
登
録
番
号
（
Ｒ
及
び
６
桁
の
数
字
）
を
枠
で
囲
み
、「
登
録
修

理
」
の
文
字
に
続
け
て
付
加
し
た
も
の
と
す
る
。

別
表
第
七
号
（
第
６
条
関
係
）

誓
約

書
年

月
日

総
務
大
臣
殿

申
請
者
（
注
）
郵
便
番
号

住
所

氏
名
又
は
名
称

ふ
り

が
な

印
電
話
番
号

申
請
者
（
及
び
そ
の
役
員
）
は
、
電
波
法
第
38条
の
42第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
24条
の
２
第
５
項
の
規

定
（
第
１
号
を
除
く
。）に
該
当
し
な
い
こ
と
を
誓
約
し
ま
す
。

注
法
人
に
あ
っ
て
は
商
号
及
び
代
表
者
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
。
郵
便
番
号
及
び
住
所
は
、
本
店
又
は
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
に
よ
る
こ
と
。
ま
た
、
氏
名
を
自
筆
で
記
入
し
た
と
き
は
押
印
を
省
略
で
き
る
。

注
１
文
字
の
大
き
さ
は
、
高
さ
３
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
。

２
材
料
は
、
容
易
に
損
傷
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

３
色
彩
は
、
適
宜
と
す
る
。
た
だ
し
、
表
示
を
容
易
に
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

別
表
第
九
号
（
第
９
条
関
係
）

登
録
修
理
業
者
廃
止
届
出
書

年
月

日
総
務
大
臣
殿

申
請
者
（
注
１
）
郵
便
番
号

住
所

氏
名
又
は
名
称

ふ
り

が
な

印
電
話
番
号

電
波
法
第
38条
の
46第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、
下
記
の
と
お
り
届
け
出
ま
す
。

記
１
登
録
の
年
月
日
及
び
登
録
番
号
（
注
２
）

２
廃
止
し
た
年
月
日

注
１
法
人
に
あ
っ
て
は
商
号
及
び
代
表
者
氏
名
を
記
載
す
る
こ
と
。
郵
便
番
号
及
び
住
所
は
、
本
店
又
は
主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
に
よ
る
こ
と
。
ま
た
、
氏
名
を
自
筆
で
記
入
し
た
と
き
は
押
印
を
省
略
で
き
る
。
な
お
、
代
理
人

に
よ
る
届
出
の
場
合
は
、
申
請
者
に
関
す
る
必
要
事
項
を
記
入
す
る
ほ
か
、
当
該
代
理
人
の
氏
名
又
は
名
称
、
住

所
、
郵
便
番
号
及
び
電
話
番
号
を
付
記
す
る
こ
と
。

２
登
録
時
に
通
知
を
受
け
た
修
理
業
者
の
登
録
番
号
を
記
載
す
る
こ
と
。

〇
総
務
省
令
第
九
号

電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
電
気

通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
端
末
機
器
の

技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
総
務
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
二
月
二
十
七
日

総
務
大
臣

山
本

早
苗

端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

目
次
中
「
第
五
章

雑
則
（
第
四
十
五
条
）」を
「
第
五
章

登
録
修
理
業
者
（
第
四
十
五
条

第
五
十
三
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
五
十
四
条
）

」に
改

め
る
。

第
四
十
五
条
の
見
出
し
中
「
作
成
」
を
「
作
成
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

第
五
章
の
規
定
に
よ
り
総
務
大
臣
に
提
出
す
る
申
請
書
又
は
届
出
書
に
添
付
す
る
書
類
は
、
当
該
書
類
の
記
載
事

項
の
全
て
を
記
録
し
た
電
磁
的
方
法
に
よ
る
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
十
五
条
を
第
五
十
四
条
と
し
、
第
五
章
を
第
六
章
と
し
、
第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章

登
録
修
理
業
者

（
登
録
の
申
請
）

第
四
十
五
条

法
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
十
五
号
の
申
請
書
を
総
務
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
六
十
八
条
の
三
第
三
項
の
修
理
方
法
書
（
以
下
「
修
理
方
法
書
」
と
い
う
。）に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

修
理
の
手
順

二

修
理
の
確
認
の
手
順

三

前
号
に
規
定
す
る
修
理
の
確
認
に
使
用
す
る
測
定
器
等
の
名
称
又
は
型
式
及
び
製
造
業
者
名
（
修
理
す
る
特
定

端
末
機
器
の
試
験
の
全
部
を
委
託
す
る
場
合
を
除
く
。）

四

前
号
に
規
定
す
る
測
定
器
等
の
保
守
及
び
管
理
並
び
に
較
正
等
の
計
画
（
修
理
す
る
特
定
端
末
機
器
の
試
験
の

全
部
を
委
託
す
る
場
合
を
除
く
。）

五

第
二
号
に
規
定
す
る
修
理
の
確
認
に
お
い
て
、
修
理
す
る
特
定
端
末
機
器
の
試
験
の
全
部
又
は
一
部
を
委
託
す

る
場
合
は
、
別
表
第
六
号
第
三
項

か
ら

ま
で
の
事
項
に
係
る
受
託
者
と
の
取
決
め
の
内
容
又
は
そ
の
委
託
に

係
る
計
画

六

製
造
業
者
と
の
契
約
等
に
よ
り
修
理
す
る
特
定
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
番
号
、
設
計
認
証
番
号
又
は

届
出
番
号
（
以
下
「
技
術
基
準
適
合
認
定
番
号
等
」
と
い
う
。）に
係
る
設
計
及
び
修
理
の
方
法
に
関
す
る
情
報
の

提
供
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
内
容

七

特
定
端
末
機
器
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
管
理
及
び
取
扱
い
に
関
す
る
事
項

八

修
理
を
受
け
る
者
が
不
利
益
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
項
の
説
明
及
び
修
理
の
実
施
に
係
る
同
意
の
取
得
の

手
続

３

法
第
六
十
八
条
の
三
第
三
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
及
び
様
式
第

十
六
号
の
誓
約
書
と
す
る
。

一

別
表
第
七
号
に
掲
げ
る
修
理
体
制
、
管
理
体
制
等
の
管
理
に
関
す
る
事
項

二

前
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
特
定
端
末
機
器
の
修
理
に
関
し
参
考
と
な
る
事
項

４

第
二
項
第
二
号
の
修
理
の
確
認
の
手
順
は
、
別
表
第
六
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
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